
1、事業内容・創業の動機・経験等

（2）事業内容

①店舗コンセプト
誰に（ターゲット）、何を販売するのかを簡潔に記入してください。

②取扱商品・サービスの特徴
どのような商品・サービスを販売するのか、読んだ時にイメージが湧くよう
に記述してください。
※価格も必ず記入してください。

③ターゲット
メインターゲットは売上高で第1位となるターゲットです
サブターゲットは売上で第2位となるターゲットです

ターゲットがどのような消費行動を取るかを考えてください。
客単価にも影響します。

④ＰＲ活動
単純に「インスタを使う」と書くのではなく、インスタを使って何を発信
するのかも書いてください。

（3）事業目的と動機、出店動機
「やってみたかったから」「自分が好きだから」というのは理由になりません。
次の（4）事業の経験にも関連しますが、人生のどのような経験を元に、
人生の中で成し遂げたいのかを書いてください。

（4）事業の経験
・事業経験は詳しく書いてください。
実務の経験が無い場合は、どこで何を何年、学んだのかを書いてください。

・持っている資格なども書いてください。

法人の場合は、法人代表者印を押印して
ください。
個人事業主の場合は、スタンプ印以外の印鑑
で押印してください。

法人は登記簿上の「会社成立の
年月日」、個人事業主は税務署
に提出した(する)開業届に記載の
「開業日」をご記入ください。



（5）創業や経営に関するセミナーの受講歴、創業や経営に関するコンテスト
などの受賞歴

①セミナーの受講歴
練馬ビジネスサポートセンター、商工会議所、業界組合、大学など、
どこで、どのような内容のセミナーを受講したかを書いてください。

②コンテストなどの受賞歴
無い場合は「特になし」と記入して下さい。

2、自分の事業を分析してください
（1）【市場環境】地域、ターゲット、業界の動向

・地域
店舗周辺の人口や乗降客数の動きについて調べてください。

・ターゲット
ターゲットとなる人口や、ライフスタイルについて調べてください。

・業界
自店の業界について、動きを調べてください。

（2）【競合環境】ライバルの動向（直接競合・間接競合）
・直接競合：同じ業種の競合です
・間接競合：違う業種の競合ですが、同じような商品を販売している競合です。

（3）【自分の事業や自分の分析】強み、弱み、生き残れると思う理由 など
（1）の地域や、（2）の競合環境の中で、事業継続するために、生かすべき強みと
克服すべき弱みを分析してください。

また、特に大手の競合にできないことで、どのように差別化するのかを
記述してください。



4 事業協力者

協力者がいることは、経営者への信頼度を示します。

協力者は、できるだけ記入してください。

3 販売先・仕入先
・販売先が個人の場合は「一般の消費者」と書いてください。
・販売先が法人の場合は「法人名等」を書いてください。
まだ、販売先が決まっていない場合は、相手先の業種などを書いてください。

・仕入先を決めてから事業計画書を作成してください。



5 店舗棟事業所（予定地）

・交通機関
「みどりバス」なども含めて、店舗近くの鉄度・バスについて具体的に
記述してください。

【案内図】
できるだけ、競合店も書き入れてください。



※事業計画書の記入欄は
枠を広げて書いてください。

6 商店街にどのように貢献できるか記述してください。

貢献方法を具体的に書いてください。
「積極的に」商店街活動に関わる方法
「積極的に」地域の事業者と関わる方法
「積極的に」街の改善に関わる方法

7 事業の着手状況

着手状況に遅れがあると、計画通りに開店ができなくなります。
着手が遅れているものがある場合は、開店日を遅くしてください。

8 今後のスケジュールについて記述してください

店舗契約が終了した後のスケジュールを書いてください。

事業計画書1ページ目の「開業予定日」や、
収支計画の「収支計画通りに売上を作るための工夫」と相違が無いように
記述してください。



事業開始後の収支計画

（1）2年間の収支計画
・単位は「千円」で記入して下さい。

①売上高
客数、客単価、営業日数など具体的に書いてください。

②売上原価（仕入高）
業界平均の仕入原価より高い又は低すぎる場合は、その理由を書いてください。

③経費
・個人事業主の場合、経営者の給料は経費に含まれません。
・減価償却費は以下を参考にして計算してください。
減価償却の対象は、30万円以上の設備等です
内装費：耐用年数 30年
建物付属物（テーブルや看板を含む） 15年
厨房機器 8年

（2）収支計画通りに売上を作るための工夫
すでに固定客を持っているお店でも、販促活動を何もしないと顧客は移転
などをして離れていきます。

どのような目的で、何を使って、何を発信するのか？
細かな販促計画を記入してください。



資金計画
・単位は「千円」で記入して下さい。
（例）10,000円 → 10千円

①自己資金
・手持ちの調理器具など事業に使えるものも自己資金に入れてください。

②借入金
次ページの収支計画から見て、返済が可能か見直して下さい。
返済原資＝利益+減価償却費

既に支払い済みのものも含めて、
全部、書き出してください。

支払い前の
設備資金（工事・機
器など）は見込み額
をご記入ください。

自己資金で不足する「運転資金」は
売上で充当します。
収支計画と矛盾が
無いようにしてください。

両方の金額が同じになるように
計算をしてください。




